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まちの話題　　まちの話題　

　

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
下
、
第

51
回
中
種
子
町
民
体
育
祭
が
10
月

７
日
に
太
陽
の
里
陸
上
競
技
場
で

行
わ
れ
、
油
久
校
区
が
８
年
ぶ
り

に
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
野
間
小
学
校
金

管
バ
ン
ド
の
演
奏
を
先
頭
に
、
各

校
区
の
選
手
団
が
堂
々
の
入
場
。

国
旗
、
町
旗
、
校
区
旗
の
掲
揚
や
、

体
育
功
労
者
、
優
秀
選
手
の
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
児
童
代
表

の
選
手
宣
誓
を
合
図
に
、
熱
戦
の

火
蓋
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
競
技
で
は
、
８
０
０

ｍ
中
学
共
通
女
子
で
大
会
タ
イ
記

録
。
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
で
は
、
玉

入
れ
競
争
で
新
記
録
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

　

躍
進
賞
は
前
回
８
位
か
ら
３
位

に
入
賞
を
果
た
し
た
星
原
校
区
が

獲
得
し
ま
し
た
。

※
同
点
の
場
合
は
各
種
目
で
１
位

の
数
が
多
い
校
区
が
上
位
と
な
り

ま
す
。

総合成績 校　区 点数

優　勝 油　久 453

第 2 位 増　田 451

第 3 位 星　原 435

第 4 位 岩　岡 435

第 5 位 南　界 433

第 6 位 野間上 368

第 7 位 野間下 368

第 8 位 納　官 360

躍進賞 星　原 －

油久校区が８年ぶりの優勝!!
第 51 回中種子町民体育祭

選手宣誓　左から
尾方優南、松下恵

　1,500 ｍ高校
　一般共通男子

　５km ロード

　になー木継走

　百足競争リレー

　幼児かけっこ 　ゲート通し
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　鯉のぼり競走 　玉入れ競争

　びん倒し 　100 ｍ小学共通男子

　10 人縄跳び 　800 ｍ中学共通女子

　生涯リレー女子 　一輪車リレー

　綱引き 　生涯リレー男子
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まちの話題　　まちの話題　

平成 30 年度第 51 回中種子町民体育祭順位表                                                                                       　         ※敬称略

種目
1 位 2 位 3 位

氏名 校区 記録 氏名 校区 記録 氏名 校区 記録

5km ロード高校 住吉　風遊馬 油　久 17 分 41 秒 0 平田　優人 野間下 17 分 52 秒 0 園田　啓真 南　界 18 分 21 秒 0

5km ロード一般男子 坂中　伸作 増　田 16 分 11 秒 0 長深田　裕介 星　原 18 分 38 秒 0 稲子　隆浩 岩　岡 18 分 41 秒 0

100m 小学共通男子 牛原　幸英 納　官 14 秒 5 遠藤　海夏人 野間上 14 秒 9 稲子　一颯 岩　岡 15 秒 1

100m 小学共通女子 榎元　帆波 野間上 15 秒 4 長瀬　楽々 野間下 15 秒 9 園田　もみ 南　界 16 秒 1

100m 中学共通男子 山元　凪 南　界 11 秒 9 大毛　教義 野間上 12 秒 6 竹中　健人 野間下 13 秒 1

100m 中学共通女子 下玉利　侑香 星　原 14 秒 2 有馬　響 野間下 14 秒 6 古市　真尋 野間上 15 秒 1

100m 高校共通男子 濵田　将馬 星　原 11 秒 6 東郷　史也 野間上 11 秒 8 永浜　丈一郎 岩　岡 12 秒 0

100m 高校共通女子 野平　まどか 野間上 13 秒 2 久木原　槙心 増　田 14 秒 0 進藤　清香 野間下 14 秒 2

800m 小学共通女子 住吉　種夕歌 油　久 2 分 53 秒 7 泰原　彩希 野間上 2 分 53 秒 9 長瀬　楽々 野間下 3 分 14 秒 8

1,000m 小学共通男子 牛原　幸英 納　官 3 分 18 秒 9 石堂　海 野間上 3 分 36 秒 3 赤坂　瑛太 油　久 3 分 36 秒 4

800m 中学共通女子 秋田　沙耶 油　久 2 分 29 秒 0 宮脇　七海 増　田 2 分 39 秒 4 浦口　美月 岩　岡 2 分 41 秒 1

2,000m 中学共通男子 知念　凌汰 油　久 6 分 21 秒 2 小山田　昴成 野間上 6 分 42 秒 1 池亀　侑生 野間上 6 分 48 秒 5

100m29 歳以下男子 山中　亮磨 野間下 11 秒 8 永濵　真志 納　官 12 秒 1 林　孝司郎 野間上 12 秒 2

100m 一般女子 丸根　早稀 野間下 13 秒 5 林　華奈子 野間上 14 秒 8 木下　菜々 南　界 15 秒 6

100m30 歳代男子 日髙　恵太 油　久 11 秒 9 日當瀨　寛 星　原 12 秒 5 小原　孝太 野間上 12 秒 7

100m40 歳代男子 野村　達也 野間下 12 秒 0 奥村　誠 野間上 12 秒 9 提　信一 南　界 13 秒 6

60m50 歳代男子 鎌田　良治 野間下 8 秒 2 前田　浩二 岩　岡 8 秒 4 木場　浩一 納　官 8 秒 7

1,500m 高校一般共通男子 坂中　伸作 増　田 4 分 23 秒 3 平田　優人 野間下 4 分 37 秒 8 住吉　風遊馬 油　久 4 分 38 秒 0

種目
1 位 2 位 3 位

校区 記録 校区 記録 校区 記録

になー木継走 岩　岡 56 秒 1 野間下 57 秒 8 増　田 1 分 0 秒 0

百足競走リレー 岩　岡 3 分 58 秒 1 増　田 4 分 12 秒 3 南　界 4 分 20 秒 1

鯉のぼり競走 油　久 1 分 56 秒 7 岩　岡 1 分 58 秒 3 野間下 1 分 59 秒 2

輪回しリレー 納　官 3 分 25 秒 1 岩　岡 3 分 30 秒 5 増　田 3 分 31 秒 5

一輪車リレー 増　田 3 分 11 秒 0 油　久 3 分 15 秒 2 岩　岡 3 分 29 秒 9

分団対抗リレー 野間上 3 分 27 秒 7 増　田 3 分 36 秒 4 油　久 3 分 43 秒 3

400m リレー小 5・6 年男女 野間上 1 分 0 秒 1 野間下 1 分 5 秒 5 岩　岡 1 分 7 秒 4

400m リレー中学共通男女 野間上 52 秒 7 南　界 55 秒 3 油　久 55 秒 5

400m ﾘﾚｰ高校・一般共通男子 野間上 46 秒 7 野間下 48 秒 2 増　田 49 秒 3

400m ﾘﾚｰ高校・一般共通女子 野間下 54 秒 4 野間上 57 秒 5 南　界 1 分 0 秒 7

生涯リレー　女子 野間上 2 分 18 秒 3 野間下 2 分 23 秒 3 岩　岡 2 分 24 秒 9

生涯リレー　男子 野間上 2 分 18 秒 8 野間下 2 分 20 秒 8 岩　岡 2 分 21 秒 9

びん倒し 南　界 － 野間上 － 納　官 －

ゲート通し 野間下 － 納　官 － 星　原 －

10 人縄跳び 星　原 － 岩　岡 － 野間下 －

輪入れゲーム 納　官 2 分 18 秒 星　原 2 分 21 秒 油　久 2 分 36 秒

玉入れ競争 増　田 1 分 6 秒 星　原 － 南　界 －

綱引き 野間上 － 油　久 － 南　界
増　田 －

体育功労賞

氏名 推薦団体

岩　逸子 町ソフトテニス連盟

岩　次則 町バレーボール協会

森山　昭市 町サッカー連盟

優秀選手賞

氏名・団体名 競技

野平　まどか 陸上

尾方　星華 陸上

坂中　伸作 陸上

山中　亮磨 陸上

久保田　清正 陸上
女子駅伝熊毛
チーム 陸上

中村　康誠 柔道

岩屋　北斗 柔道

中種子中学校 柔道（団体）

日髙　健一郎 柔道

福　佳莉奈 柔道

大庭　勝太郎 相撲

葛　康 弓道

華蓮チーム ゲートボール
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プ
ロ
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
「
Ｊ

Ｐ
Ｓ
Ａ
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
サ
ー

フ
ィ
ン
ツ
ア
ー
２
０
１
8

シ
ョ
ー
ト
ボ
ー
ド
第
６
戦
」
が

９
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
期

間
、
西
之
表
市
能
野
海
水
浴
場

で
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
が
会

場
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
プ
ロ
97
人
、
ト
ラ

イ
ア
ル
39
人
、
合
計
１
３
６
人

の
選
手
が
参
加
。
島
内
か
ら
も
６

人
の
選
手
が
大
会
に
臨
み
ま
し

た
。

　

大
会
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

の
ラ
イ
ブ
配
信
の
他
、
地
元
メ

デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
国

内
外
へ
広
く
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

台
風
接
近
に
よ
り
天
候
が
崩
れ

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
選
手

達
の
素
晴
ら
し
い
技
に
、
会
場
へ

訪
れ
た
人
々
は
降
り
し
き
る
雨
も

気
に
せ
ず
、見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
出
身
の
須
田
姉
弟
は
、
地

元
の
声
援
を
受
け
、
拍
手
が
起
こ

る
ほ
ど
の
美
技
を
披
露
し
ま
し
た

が
、
惜
し
く
も
勝
ち
進
む
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
プ
ロ
で
は
河

谷
佐
助
選
手
と
脇
田
紗
良
選
手

が
優
勝
を
飾
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ト

ロ
フ
ィ
ー
と
記
念
品
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

プロの技を間近で体感　JPSA ジャパンプロサーフィンツアー 2018

 　姉：須田那月選手  　弟：須田喬士郎選手

 　左から　河谷佐助選手、脇田紗良選手
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種
子
島
全
体
を
見
る
と
中
種

子
町
の
部
分
は
棒
状
の
粘
土
を

ぎ
ゅ
っ
ー
と
握
っ
た
あ
と
の
よ
う
に

く
び
れ
て
い
る
。
本
能
的
に
こ
こ
を

握
り
た
く
な
る
。
こ
の
形
ど
こ
か
で

見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
五
鈷
杵
（
ご

こ
し
ょ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本

仏
教
の
一
部
の
宗
派
や
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
で
用
い
ら
れ
る
法
具
。
こ
の
五

鈷
杵
は
密
教
の
法
具
で
は
特
に
重

要
な
も
の
ら
し
く
、
弘
法
大
師
空

海
が
愛
用
し
て
い
た
。
ち
な
み
に

そ
の
用
途
は
、
邪
気
か
ら
身
を
護

り
、
運
気
を
向
上
さ
せ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
で
注

目
す
る
記
述
が
あ
っ
た
。
五
鈷
杵

の
中
央
の
柄
の
部
分
に
は
大
日
如

来
の
加
持
力
が
宿
っ
て
い
て
、
行
者

は
大
日
如
来
と
一
体
化
す
る
た
め

に
そ
こ
を
握
る
、
と
い
う
。
そ
の
大

日
如
来
は
「
命
あ
る
も
の
全
て
を

生
み
出
し
た
存
在
」
と
い
う
そ
れ

は
ス
ゴ
イ
仏
さ
ま
。
ハ
ナ
シ
が
広
が

り
す
ぎ
ま
し
た
。
本
能
的
に
、
ま

た
は
加
持
力
を
得
た
い
た
め
に
握

り
た
く
な
る
人
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
中
種
子
町
は
種
子
島
で
も
つ

か
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
「
つ
か

み
ど
こ
ろ
」
と
は
辞
書
で
み
る
と
、

理
解
し
た
り
判
断
す
る
た
め
の
手

が
か
り
と
な
る
と
こ
ろ
、
と
書
い
て

あ
る
。
要
す
る
に
中
種
子
町
は
森

羅
万
象
に
お
い
て
キ
ー
に
な
る
町

で
あ
る
。
大
日
如
来
が
お
は
す
町

で
あ
る
。
も
う
、
ほ
と
ん
ど
こ
じ
つ

け
の
感
が
満
載
し
て
き
た
が
、
こ
の

こ
じ
つ
け
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
「
タ
ネ

ガ
シ
マ
ニ
ア
」
と
い
う
物
産
展
を
９

月
の
初
め
に
大
阪
で
開
い
た
。
ま

た
Ｋ
Ｋ
Ｂ
の
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

に
も
応
募
し
た
。
物
産
展
で
は
自

身
が
一
市
二
町
か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た

13 

業
者 

48 

種
類
５
６
５
商
品
を
販

売
、
お
よ
び
サ
ー
フ
ア
イ
ラ
ン
ド
、

ま
た
Ｊ
Ｐ
Ｓ
Ａ
種
子
島
プ
ロ
の
宣

伝
を
し
た
。
新
し
い
展
開
と
し
て

過
去
に
協
力
隊
が
制
作
し
た
映
像

を
常
時
流
す
。
開
催
中
、
多
数
の

出
郷
者
を
は
じ
め
、
一
般
客
の
来

場
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
物
産
の

業
者
も
多
く
訪
れ
販
路
拡
大
に
つ

な
が
る
可
能
性
も
生
ん
だ
。
タ
ネ

ガ
シ
マ
ニ
ア
か
ら
出
品
し
た
５
６
５

商
品
も
結
果
的
に
は
す
べ
て
完
売

と
な
る
。
そ
し
て
Ｃ
Ｍ
の
内
容
は

町
の
方
々
13
人
が
登
場
し
て
キ
ー

ワ
ー
ド
を
伝
え
る
と
い
う
も
の
。

　

詳
し
い
こ
と
は
今
月
下
旬
予
定

の
放
送
に
て
お
楽
し
み
に
。（
山
村
）

地域おこし協力隊通信（№ 25）　つかみどころは中種子町

出身者と地元在住者の交流　第 28 回ふるさとゴルフ・第３回グラウンドゴルフ
　

本
町
出
身
者
と
地
元
在
住
者

の
交
流
を
目
的
と
す
る
「
第
28

回
中
種
子
ふ
る
さ
と
交
流
親
善

ゴ
ル
フ
大
会
」
と
「
第
３
回
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、

10
月
６
日
に
あ
り
、
参
加
者
は

互
い
に
再
会
を
喜
び
合
い
、
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
は
、
種
子
島
ゴ
ル
フ

リ
ゾ
ー
ト
で
行
わ
れ
、
地
元
１

０
２
人
、
出
身
者
18
人
、
計
１

２
０
人
が
参
加
。
好
プ
レ
ー
の

続
出
に
、
大
会
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会

で
は
、
地
元
へ
の
寄
付
金
と
し

て
各
ホ
ー
ル
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
金

を
設
け
、
９
万
９
千
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
、
太

陽
の
里
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
、

地
元
41
人
、
出
身
者
1
人
、
計

42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
真
剣
な
プ
レ
ー
の
中
に
も
、

楽
し
い
会
話
や
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
の
達
成
に
、
大
会
は
大
い
に

湧
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
は
中
央
公
民
館
で

祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
互
い
に
健

闘
を
讃
え
合
う
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

グラウンドゴルフ	
優勝：成尾　正一
2 位：牧瀬　秀人
3 位：上妻　健二

ゴルフ	
優勝：宮城　薫 ( 近畿 )
2 位：山田　和春
3 位：竹原　政俊

シニア優勝：宮田　正雄
ベストグロス賞：森山　裕次
レディス賞：黒木　みや子
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チームワークで和気あいあいと
第５回おたつめたつ福祉ゲートボール大会

　

第
５
回
お
た
つ
め
た
つ
福
祉

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
９
月
26
日

に
太
陽
の
里
多
目
的
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
天
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
24
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
和

気
あ
い
あ
い
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

普
段
は
ゲ
ー
ト
を
す
る
こ
と
が

困
難
な
選
手
も
、
こ
の
日
は
積
極

的
に
参
加
し
、
チ
ー
ム
の
手
助
け

を
借
り
な
が
ら
、
次
々
と
ゲ
ー
ト

を
通
過
し
て
い
く
姿
に
心
打
た
れ

ま
し
た
。

事故ナシを願って
秋の全国交通安全運動

県教育委員会賞受賞
第 69 回鹿児島県図画作品展

　

納
官
小
学
校
６
年
生
の
牛
原

幸
英
君
が
第
69
回
鹿
児
島
県
図

画
作
品
展
に
お
い
て
、
県
教
育

委
員
会
賞
（
特
別
賞
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

作
品
は
「
乳
牛
の
家
族
」
と

題
し
、
牛
舎
内
の
様
子
や
餌
を

食
べ
る
様
子
を
表
現
し
、
教
育

委
員
か
ら
と
て
も
高
い
評
価
を

受
け
、
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館
に
８
月
30
日
か
ら
９
月

２
日
ま
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
納
官
小
学
校
へ
は
優

秀
学
校
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

美しいオーケストラのハーモニー
大阪交響楽団

　

10
月
２
日
に
野
間
小
学
校
に

て
、
大
阪
交
響
楽
団
に
よ
る
演

奏
会
が
行
わ
れ
、
教
員
・
生
徒

お
よ
び
保
護
者
が
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
生
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

各
楽
器
の
紹
介
や
聞
き
馴
染

み
の
あ
る
曲
の
演
奏
、
最
後
に

は
生
徒
の
リ
コ
ー
ダ
ー
と
一
緒

に
演
奏
す
る
な
ど
普
段
味
わ
え

な
い
体
験
に
、
生
徒
代
表
鶴
薗

景ひ
か
りさ
ん
は
「
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て

い
る
の
で
、
音
楽
の
す
ば
ら
し

さ
を
忘
れ
ず
頑
張
り
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　
「
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
乗
せ
て
走

ろ
う
秋
の
道
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

９
月
25
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
前
で

行
わ
れ
、
交
通
安
全
教
育
指
導

員
や
交
通
安
全
婦
人
部
、
地
区

安
全
運
転
管
理
協
議
会
の
各
員

と
警
察
職
員
な
ど
が
、
運
転
手

な
ど
に
チ
ラ
シ
と
「
事
故
ナ
シ
」

に
か
け
た
梨
を
配
り
な
が
ら
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

梨
を
手
渡
さ
れ
た
運
転
手
は
、

驚
き
な
が
ら
も
嬉
し
そ
う
な
様

子
で
、
交
通
安
全
の
呼
び
掛
け
に

応
え
て
い
ま
し
た
。　
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星原地区包括ケア推進協議会
「我が事・丸ごと」の地域づくり推進事業

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
の
地
域
づ

く
り
推
進
事
業
と
し
て
星
原
地

区
包
括
ケ
ア
推
進
協
議
会
（
德

永
眞
一
会
長
）
が
毎
週
水
曜
日

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
、
昼
食
や
健
康
予
防
体
操
を

行
う
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
ど
な
た
で
も

参
加
可
能
で
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
地
域
住
民
を
支
え
合
う

仕
組
み
づ
く
り
や
安
心
し
て
心

豊
か
に
住
め
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

本町のためにご尽力
ＴＮＧ会および関東中種子会よりご寄付

　

Ｔ
Ｎ
Ｇ
（
種
子
島
中
種
子
ゴ
ル

フ
会
）
の
朝
熊
勇
夫
会
長
お
よ
び

会
員
４
名
が
10
月
４
日
に
町
長
室

に
来
訪
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
ゴ
ル
フ

や
町
民
体
育
祭
な
ど
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
と
、
金
一
封
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
東
中
種
子
会
（
有
馬

哲
雄
会
長
）
か
ら
も
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
本
町
発
展
の
た
め
に
物

心
両
面
に
わ
た
り
ご
支
援
い
た
だ

き
、
熱
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

体育の振興を図る
第 52 回中種子町小学校陸上記録会

　

第
52
回
中
種
子
町
小
学
校
陸
上

記
録
会
が
、
10
月
11
日
に
町
の
陸

上
競
技
場
で
開
か
れ
、
町
内
の
各

小
学
校
の
児
童
が
、
ト
ラ
ッ
ク
競

技
や
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
に
臨
み
ま

し
た
。

　

こ
の
記
録
会
は
、
児
童
の
か
ね

て
の
体
力
・
気
力
づ
く
り
の
発
表

の
場
と
し
て
、
毎
年
５
・
６
年
生

を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
観

客
席
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
頑
張

り
を
応
援
す
る
保
護
者
の
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

笑顔でいっぱい秋祭り
第 11 回あかつき園あきまつり

　

10
月
13
日
に
あ
か
つ
き
園
で

「
第
11
回
あ
か
つ
き
園
あ
き
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
、
関
係
者
や
多

く
の
地
元
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

生
徒
の
ダ
ン
ス
や
先
生
を
巻
き

込
ん
だ
バ
ン
ド
演
奏
、
外
部
団
体

か
ら
も
タ
ヒ
チ
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な

ど
が
数
多
く
披
露
さ
れ
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
豪
華
賞
品
多
数
の

お
楽
し
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
会
場
は
笑

顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 　５年生男子・女子 400m リレー
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熊毛地区畜産共進会
開催日：９月５日
団体の部優勝：中種子町

（順位 / 名号 / 出品者 / 校区（敬称略））

出品頭数 最優秀賞 優秀賞

第１部 ４頭 ４頭 －

第２部 ８頭 ６頭 ２頭

第３部 ６頭 ４頭 ２頭

肉用牛１部（12 ヶ月令未満）
２席 えんてい 折戸　吉成 野間

３席 うなばら 黒木　建 南界

５席 はづき 峯下　秋生 増田

６席 ひかり１ 田平　学 野間
肉用牛２部（12 ヶ月令～ 16 ヶ月令）

５席 さくらえり 山口　次芳 野間

６席 あや 中﨑　和行 増田

８席 はなさつま 髙磯　俊二 岩岡

11 席 もも 中﨑　優 増田

12 席 はなね 赤坂　寅秀 油久

13 席 むつよ 三原　康幸 油久

肉用牛３部（17 ヶ月令～ 23 ヶ月令）
５席 はるにしき 中﨑　和行 増田

６席 さら 永濵　隆志 岩岡

９席 かなこ 中﨑　優 増田

10 席 ひなげし 濵田　謙二 星原

自慢の優良牛を出品　平成 30年度畜産・ホルスタイン共進会

学
校
給
食
に

　

鹿
児
島
県
産

　
　
　

牛
肉
使
用

　

鹿
児
島
県
産
牛

肉
を
使
用
し
た
給

食
が
10
月
31
日
に

町
内
の
小
・
中
学

校
で
振
る
舞
わ
れ

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成

29
年
度
開
催
の

全
国
和
牛
能
力
共

進
会
団
体
総
合
優

勝
記
念
事
業
と
し

て
、
鹿
児
島
県
黒

牛
の
実
力
を
生
産

地
の
住
民
に
知
っ

て
も
ら
い
、
平
成

34
年
に
本
県
で
開

催
さ
れ
る
次
回
共

進
会
に
向
け
て

オ
ー
ル
鹿
児
島
で

取
り
組
む
機
運
を

醸
成
す
る
と
と
も

に
、
地
産
地
消
に

も
つ
な
げ
る
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
町
村

会
か
ら
人
口
区

分
に
よ
り
助
成
金

が
支
給
さ
れ
、
そ

の
一
部
が
学
校
給

食
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

熊毛地区ホルスタイン共進会
開催日：10 月 12 日

（順位 / 名号 / 出品者 / 校区（敬称略））
乳用牛２部（12 ヶ月～ 15 ヶ月未満）

６席
ヒダカフアーム　
シグナル　
ラズベリー

日髙　知範 野間

９席 ヒロミ　ＰＥＴ　
シヨウ　フタゴ 鮫島　広美 野間

乳用牛３部（15 ヶ月～ 18 ヶ月未満）

３席 ＴＦ　イーネ　
サリー 日髙　知範 野間

乳用牛４部（18 ヶ月～ 22 ヶ月未満）

２席
スローブラブ　
エデイ　
ルドルフ

日髙　知範 野間

乳用牛５部（３歳未満）

２席
ファニーデール
エデイー　
エウイング

牧瀬　勝利 増田

３席
ヒダカフアーム
アイオーン　
アニー

日髙　知範 野間

５席
ヒロミ　
ホワイトリカー　
ブサコ

鮫島　広美 野間

乳用牛６部（３歳以上～４歳未満）

２席
マグナ　
デイナン
リンカーン

日髙　知範 野間

３席
ハートランド　
フレデイー　
ジユリー

日髙　知範 野間



広報なかたね 2018.11 月号　10

各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

わがまちの財政事情
　平成 29 年度の一般会計と特別会計の決算をお知らせします。内容は、町議会で審査していただいています。

平成 29 年度の一般会計と特別会計の決算
入歳 歳入総額 67 億 8,313 万円

（対前年度比 5.7%減）
歳 出歳出総額 66 億 4,361 万円

（同 5.4%減）

■依存財源：国・県が交付する財源など　■自主財源：町が自主的に収入する財源など

　歳入総額 67 億 8,313 万円（前年度比 5.7%減）
　歳出総額 66 億 4,361 万円（同 5.4%減）
　差引額から翌年度への繰越財源や財政調整基金の
積立金などを加味した実質単年度収支は、3,235 万
円の黒字です。
　歳入は、主要財源の地方交付税が 9,166 万円減少
し、国庫支出金 7,870 万円（前年度比 16.4%増）増加、
県支出金は 1 億 6,635 万円（同 22.1%減）減少です。
また、自主財源のうち町税が 4,095 万円（同 5.5％増）
の増加です。長期借入金の町債は、前年比 1 億 6,030
万円（同 15.4%減）の減少です。

　 歳 出 は、 土 木 費 が 7 億 1,420 万 円（ 前 年 度 比
81.6%増）、民生費が 13 億 4,335 万円（同 3.5%増）、
総務費、教育費、農林水産業費、災害復旧費など
は減少しています。長期借入金の返済である公債費
については、前年度に比べ 2,143 万円（同 2.8%増）
増加し、歳出総額に占める割合は 11.8%（前年度
10.8%）となりました。
　今後も行財政改革を積極的に推進し、経費全般に
ついての節減・合理化、受益者負担の適正化、自主
財源の確保に努め、円滑な財政運営を推進します。

町民一人あたりの決算額
歳 出 決 算 額（ 内 訳 ） 町 税 負 担 額（ 内 訳 ）
民 生 費 168,108 円 教 育 費 79,628 円 町 民 税 36,573 円
総 務 費 140,320 円 消 防 費 32,882 円 固 定 資 産 税 47,913 円
公 債 費 97,891 円 商 工 費 24,897 円 軽 自 動 車 税 5,064 円
衛 生 費 93,457 円 議 会 費 10,737 円 た ば こ 税 8,526 円
農林水産業費 91,194 円 災 害 復 旧 費 2,897 円 計 98,076 円
土 木 費 89,376 円 計 831,387 円 平成 29 年度末推計人口 7,991 人

13億4,335万円

11億2,131万円

7億8,224万円

7億4,681万円

7億2,873万円

7億1,420万円

6億3,631万円

2億6,276万円

1億9,895万円

8,580万円

2,315万円

8,209万円

1億6,274万円

6億0,901万円

7億8,373万円

8,178万円

1億6,728万円

5億5,978万円

5億8,520万円

8億8,200万円

28億6,952万円
地方交付税（対前年度比△ 3.1％）

町債（△ 15.4％）

県支出金（△ 22.1％）

国庫支出金（16.4％）

その他交付金（6.5％）

地方譲与税（△ 0.5％）

町税（5.5％）

その他（27.6％）

繰入金（△ 60.4％）

使用料及び手数料（△ 6.8％）

災害復旧費（△ 65.9％）

議会費（△ 1.4％）

商工費（△ 28.3％）

消防費（△ 38.2％）

教育費（△ 14.5％）

土木費（81.6％）

農林水産業費（△ 19.8％）

衛生費（△ 4.1％）

公債費（2.8％）

総務費（△ 12.6％）

民生費（3.5％）

28 億 6,952 万円

8 億 8,200 万円

5 億 8,520 万円

5 億 5,978 万円

1 億 6,728 万円

8,178 万円

7 億 8,373 万円

6 億 901 万円

1 億 6,274 万円

8,209 万円

2,315 万円

8,580 万円

1 億 9,895 万円

2 億 6,276 万円

6 億 3,631 万円

7 億 1,420 万円

7 億 2,873 万円

7 億 4,681 万円

7 億 8,224 万円

11 億 2,131 万円

13 億 4,335 万円

依
存
財
源

自
主
財
源
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11 億 4,701 万円

平
成
29
年
度

　歳出を性質別に分類し構成比で見ると、義
務的経費 40.7%（前年度 38.1%）、投資的経費
20.8%（同 19.7%）、その他の経費 38.5%（同
42.2%）となっています。費目別の構成比では、
扶助費 11.6%（同 10.5%）、普通建設事業費
20.5%（同 18.7%）、公債費 11.8%（同 10.8%）
と増加しています。一方、災害復旧費等 0.3%（同
1.0%）と減少しています。
■義務的経費＝人件費＋扶助費＋公債費
■投資的経費＝普通建設事業費＋災害復旧費
■その他の経費＝義務的経費、投資的経費以外のもの

　　　　　　　　　　　　　

地方債残高の推移（億円） 基金残高の推移（億円）

　平成 29 年度末の地方債（借金）残高は、79
億 608 万円。昨年度末と比較すると 1 億 4,826
万円増加しました。平成 29 年度は、7 億 3,375
万円を返済し、新たに 8 億 8,200 万円を借り入
れました。
　借入は、普通交付税の減収をまかなう借入金

（臨時財政対策債）1 億 5,770 万円、町道整備（梶
潟 1 号線、坂井熊野線外）1 億円、光ブロード
バンド導入事業 2 億 2,000 万円、公営住宅長寿
命化対策事業 7,000 万円、過疎地域自立促進特
別事業（ソフト事業）7,700 万円などです。

　普通会計の基金（預金）残高は 35 億 850 万円で、
昨年度末と比較して 2,289 万円減少しました。
　減少の主なものは、減債基金8,822万円などです。

■減債基金　　　町債の返済のための積立金
■財政調整基金　財源不足を補うための積立金
■特定目的基金　特定の目的のための積立金
　　　　　　　　（農業振興基金、地域福祉基金等）

H28年
度

H29年
度

平
成
28
年
度

人件費 扶助費 公債費 普通建設事業費 補助費等 物件費 繰出金

災害復旧費
積立金

その他

7 億 7,203 万円
7 億 8,225 万円

13 億 6,028 万円
2,315 万円

9 億 6,707 万円
8 億 5,703 万円 5 億 1,414 万円

1 億 957 万円
1 億 1,108 万円

11 億 7,707 万円
7 億 3,961 万円

7 億 6,082 万円
13 億 1,676 万円

6,795 万円
9 億 8,197 万円

8 億 110 万円

5 億 4,949 万円
5 億 1,134 万円

1 億 1,860 万円

特別会計の決算状況
会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険 15 億 4,797 万円 15 億 3,518 万円 1,279 万円

簡 易 水 道 1 億 7,709 万円 2 億　839 万円 △ 3,130 万円

と 畜 場 386 万円 334 万円 52 万円

介 護 保 険 10 億 8,588 万円 10 億 8,089 万円 499 万円

後 期 高 齢 者 1 億 5,214 万円 1 億 5,060 万円 154 万円
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特定目的基金
10 億 1,595 万円

減債基金
17 億 5,030 万円

財政調整基金
７億 4,225 万円
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健全化判断比率・資金不足比率
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、財政指標の公表が規定されたことで、健全化判断比
率と資金不足比率を、監査委員が審査し議会に報告した後、公表することとなっています。平成 29 年度比率
は次のとおりです。

健全化判断比率 資金不足比率

本 町 の 比 率 早 期 健 全 化
基 準 財政再生基準 公営事業特別

会 計 名 本 町 の 比 率 経 営 健 全 化
基 準

実質赤字比率 － 15.00% 20.00% 水道事業会計 － 20.0%

連 結 実 質
赤 字 比 率 － 20.00% 30.00% 簡易水道事業

特 別 会 計 153.1％ 20.0%

実 質 公 債 費
比 率 9.1% 25.0% 35.0% と 畜 場

特 別 会 計 － 20.0%

将来負担比率 22.5% 350.0% －

■実質赤字比率　一般会計を対象に実質赤字の標準財政規模に対する比率
■連結実質赤字比率　一般会計と企業会計などを含めた全会計の実質赤字や資金不足額の標準財政規模に対する比率
■実質公債費比率　一般会計が負担する元利償還金と準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率
■将来負担比率　一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率
■資金不足比率　資金不足額の事業規模に対する比率
※水道事業会計およびと畜場特別会計については、資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示。
※簡易水道事業特別会計については、平成 30 年４月１日より水道事業へ統合したことから打ち切り決算となり、資
金不足が発生しています。

平成 30 年度予算の状況
　平成 30 年度 9 月末現在の一般会計予算は、当初
予算から 2 億 488 万円増加し、67 億 3,488 万円と
なります。
　総額は昨年度の同時期と比べ 9,699 万円増加。
　歳入は地方交付税（4,148 万円）、県支出金（4,739
万円）、寄附金（5,050 万円）などが増加し、町税

（△ 3,016 万円）、地方消費税交付金（△ 2,364 万円）
などが減少しています。

　歳出は、教育費（9,765 万円）、農林水産業費（8,544
万円）、商工費（5,072 万円）などが増加し、総務費（△
1 億 2,859 万円）、民生費（△ 8,161 万円）、消防費（△
3,505 万円）などが減少しています。
　基金の取り崩しは、財政調整基金から 1 億 1,067
万円、減債基金から 3 億円、その他特定目的基金か
ら 1 億 2,600 万円を予定しています。基金への積立
金は、基金利子積立の 293 万円で、今年度末の基金
残高は、5 億 3,337 万円減額の 29 億 7,476 万円（前
年度比△ 15.2%）となる見込みです。

会計名 当初予算額 補正額 現在の予算額

一 般 会 計 65 億 3,000 万円 2 億 488 万円 67 億 3,488 万円

国 民 健 康 保 険 12 億 455 万円 550 万円 12 億 1,005 万円

と 畜 場 325 万円 51 万円 376 万円

介 護 保 険 11 億 1,212 万円 3,478 万円 11 億 4,690 万円

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 4,594 万円 329 万円 1 億 4,923 万円
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平成 30 年度一般会計予算状況

歳出予算内訳

歳入予算
内　　訳

教育費  6 億 7,173 万円

歳出予算性質別内訳

　歳出予算を性質別に分類すると、構成比で義務的経費 41.1%（前年度値 41.0%）、投資的経費 19.6%（同
18.1%）、その他の経費 39.3%（同 40.9%）です。また、費目ごとに見ると、構成比で扶助費 11.9%（同 11.7%）、
公債費 12.4%（同 11.8%）などが増加しており、人件費 16.8%（同 17.5%）などは減少しています。

町税  7 億 3,095 万円
諸収入  1 億 5,350 万円

使用料及び手数料  8,473 万円

その他  7 億 6,103 万円

地方交付税  27 億 8,947 万円

その他の交付金  1 億 4,968 万円
地方譲与税  8,095 万円

国庫支出金  4 億 8,712 万円

県支出金  6 億 3,145 万円

町債  8 億 6,600 万円

歳出予算
目的別内訳
（9 月末）

自主財源

依存財源

民生費  14 億 2,100 万円

総務費  9 億 7,470 万円

公債費  8 億 3,607 万円農林水産業費  8 億 2,136 万円

衛生費  7 億 4,956 万円

土木費  6 億 6,235 万円

消防費  2 億 3,028 万円

商工費  2 億 88 万円
議会費  8,831 万円 予備費  755 万円

災害復旧費  7,109 万円

人件費  11 億 3,159 万円

義務的経費  27 億 6,699 万円

扶助費  7 億 9,933 万円

公債費  8 億 3,607 万円

普通建設事業費  12 億 4,888 万円災害復旧事業費  7,108 万円

物件費  8 億 3,315 万円

投資的経費  13 億 1,996 万円

その他  18 億 1,478 万円

その他の経費  26 億 4,793 万円 歳出予算
性質別内訳
（9 月末）
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年金相談所の開設について
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217

　ねんきん特別便など、年金に関する相談を受け
付けます。年金手帳や年金証書、厚生年金の経歴
に関する資料などをご持参の上、お気軽にご相談
ください。
■日時　11 月７日（水）午前９時～午後１時
■場所　中種子町中央公民館小会議室

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が
発行されます
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申告
において全額が社会保険料控除の対象となりま
す。その年の１月１日から 12 月 31 日までに納
付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付し
たことを証明する書類の添付が義務付けられてい
ます。このため平成 30 年１月１日から９月 30

日までの間に国民年金保険料を納付された方につ
いては、「社会保険料（国民年金保険料）控除証
明書」が本年 11 月上旬に日本年金機構本部から
送付されます。（平成 30 年 10 月１日から 12 月
31 日までの間に今年はじめて国民年金保険料を
納付された方については、翌年の２月上旬に送付
されます。）年末調整や確定申告の際には必ずこ
の証明書 ( または領収書）を添付してください。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場
合も、ご本人の社会保険料控除に加えることがで
きますので、ご家族あてに送られた控除証明書を
添付の上、申告してください。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろ
ん不慮の事故など万一のときにも心強い味方とな
る制度です。保険料は納め忘れのないようご注意
ください。

　11 月９日（金）から 11 月 15 日（木）までの
７日間、全国一斉秋の火災予防運動が実施されま
す。
　秋の火災予防運動統一標語　
　　『忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認』
住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
■３つの習慣
●寝タバコは絶対やめる。
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で
使用する。
●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火
を消す。
■４つの対策
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設
置する。
●寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐた
めに、防炎品を使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
などを設置する。
●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣
近所の協力体制をつくる。

■命を守る『住宅用火災警報器』を設置していま
すか？
　鹿児島県の住宅用火災警報器の条例適合設置率
は 80％で、熊毛管内は 62％と未だに設置率が低
い状況です。設置箇所は『台所』ではなく、就寝
中にいち早く火災に気付き避難するために『寝室』
への設置が必要となります。設置をする際はご注
意ください。
■『住宅用火災警報器』は、10 年を目安に交換
をおすすめします !!
　住宅火災警報器は、古くなると電子部品の寿命
や電池切れなどの不具合が生じて、火災を感知し
なくなることがあります。
　取替えの目安は 10 年になっていますので、作
動確認を行って、不具合がある場合は本体の取替
えをお願いします。
　大切な命を守るために正しく住宅用火災警報器
を設置しましょう。
　詳しくは、熊毛地区消防組合・中種子分遣所ま
でお訪ねください。

全国一斉秋の火災予防運動が実施されます
◎お問い合わせ先　中種子分遣所㉗ 0119
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税の納期限について（お知らせ）
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係・町民税係・固定資産税係㉗ 1111 内線 236（管理収納）
　　　　　　　　　230・203（町民税）298・238（固定資産税）

■完納集落
坂元・広野・深久保・宝来・秋佐野・戸畑・大久
保・下田・阿保・東之町・女州・今熊野・衣之平
　
　平成 29 年度町税など（町県民税・固定資産税・
軽自動車税・国民健康保険税）の収納率を公表し
ます。
　全ての税を完納した集落は、前年度から２集落
増の 13 集落。全体収納率は前年度より２.21 ポ
イント上がって 90.31％でした。平均を上回った
集落が 39 集落、収納率が上がった集落は 13 集
落でした。　

■滞納がある方　
　納めていただいている方との均衡を保つため、
財産調査を行ったうえで預貯金・生命保険・給与
などの差押え、捜索による債権・動産の差押えも
実施しています。そのほか町行政サービスの一部
制限などがあります。
　 やむを得ない事情で納期内の納付が困難な方
は、延滞金も発生する場合がありますので早めに
ご相談ください。
■町全体（総額）
課税額：1,225,564,711 円
収納額：1,106,789,204 円
収納率：90.31％

13 集落が完納
◎お問い合わせ先　役場税務課管理収納係㉗ 1111 内線 236

期別 納期限

固定資産税 ３期 11 月 30 日（金）

国民健康保険税 ４期 11 月 30 日（金）

　11 月に納期限をむかえる税は下の表のとおりです。

　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納入をお願い
します。すでに納期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。

平成 30 年分給与所得の年末調整説明会のお知らせ
◎お問い合わせ先　種子島税務署㉒ 0440

　年末調整の説明会を行います。指定日の説明会
に出席できない方は、別日の説明会でも出席でき
ます。
■持参するもの
●平成 30 年分年末調整のしかた
●平成 30 年分給与所得の源泉徴収票などの法定
調書の作成と提出の手引き

対象者 日時 会場

中種子町

南種子町の方

11 月 21 日（水）

午後２時～

　　　午後４時

中種子町

中央公民館

大ホール

西之表市の方

11 月 22 日（木）

午後２時～

　　　午後４時

西之表市民会館
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　県内では条例により、自転車損害賠償保険など
への加入と、中学生以下の子どもへのヘルメット
着用が義務化されています。
■条例の名称　
　かごしま県民のための自転車の安全で適正な利
用に関する条例
■条例Ｑ＆Ａ　
Ｑ．なぜ、この条例ができたのか？
Ａ．自転車が関係する交通事故の防止と被害者の
保護を図り、安心して暮らすことのできる地域社
会を実現するためです。
Ｑ．自転車利用者が気をつけることは？
Ａ．自転車利用者は、交通ルールを遵守し、自転
車が自動車と同じ車両であることを認識し、安全
で適正な利用に努めることとされ、「自転車を定

期的に点検し、必要に応じて整備を行う」「ヘル
メットを着用する」「同乗する幼児にヘルメット
を着用させる（義務）」「自転車損害賠償保険等に
加入する（義務）」などが規定されました。
Ｑ．保護者としての責任があるか？
Ａ．中学生以下の生徒などにヘルメットを着用さ
せる責任があります（義務）
Ｑ．なぜ保険加入を義務化するのか？
Ａ．自転車保険への加入により、被害者の保護（救
済）や加害者となり損害賠償請求を負った場合の
経済的負担を軽減するためです。
■罰則について
　罰則は設けておりません。

自転車保険加入と子どものヘルメット着用などの義務化について
◎お問い合わせ先　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222 ／県生活・文化課099-286-2523

自衛官募集について
◎お問い合わせ先　自衛隊鹿児島地方協力本部種子島駐在員事務所㉓ 0299
　　　　　　　　　役場総務課消防交通係㉗ 1111 内線 222

　平成 31 年春採用予定の自衛官（陸上・海上・
航空）を下記のとおり募集します。
　詳しくは「自衛官募集」のホームページをご覧
いただくか、お問い合わせください。
■応募資格
　平成 31 年 4 月 1 日現在、18 歳以上 33 歳未満
■試験場所
　陸上自衛隊国分駐屯地

■試験日
　第 2 回　11 月 24 日（土）
　第 3 回　 ２月  ３日  （日）
　第４回　  ３月  ２日  （土）
■受付期間
　第 2 回　10 月  ９日（火）～ 11 月 12 日（月）
　第 3 回　12 月  ３日（月）～   1 月 15 日（火）
　第４回　  １月 21 日（月）～  ２月 18 日（月）

農業担い手育成研修生を募集します
◎お問い合わせ先　（公財）種子島農業公社㉗ 1253/ 役場農林水産課農政係㉗ 1111 内線 253

　（公財）種子島農業公社では、平成 31 年度農
業担い手育成研修事業に向け研修生を募集しま
す。
■対  象  者　新規参集者、新規就農者
※島内居住者やＵ・Ｉターン者など
■資　　格　
　義務教育を終了した 43 歳未満の健康な方で、
研修後は本町で農業経営をする方

■募集期間　10 月～ 12 月
■定　　員　２名（町内に居住する者）
■研修期間　平成 31 年６月から２年間
■研修手当　研修期間中（２年間）は研修生支援
　　　　　　費を月額 15 万円支給（農業次世代
　　　　　　人材投資資金含む）
■住　　居　（公財）種子島農業公社へご相談く
　　　　　　ださい。
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　各課からのお知らせ

■日時　11 月 25 日（日）午後１時～午後４時
　　　　（受付：午後０時 30 分～午後１時）
■会場　西之表市市民会館ホール
■内容　
●講話

「鹿児島県の現状と脳卒中予防対策について」
鹿児島県健康増進課長　岩松洋一　氏

●講演
座長　種子島医療センター院長　髙尾尊身　氏
①「脳卒中の基礎知識（仮）」
熊毛地区医師会長　田上寛容　氏
②「脳卒中の最新の治療について（仮）」
種子島医療センター脳神経外科科長　盛満人之　氏
●その他
種子島医療センターによるリハビリ体操

「脳卒中対策講演会～みんなで学ぼう！備えよう！脳卒中～」
◎お問い合わせ先　西之表保健所健康増進係㉒ 0012

農業を職業へ～意欲ある担い手を募集！～
◎お問い合わせ先　役場農林水産課農村振興係㉗ 1111 内線 283

農業次世代人材投資資金（旧青年就農給付金）
　町では次世代を担う農業者となることを志向す
る者に対し支援を行っています。
最長５年間、年間最大 150 万円を交付。

○原則 45 歳未満　○独立・自営就農
○認定新規就農者
などの要件があります。詳しくは窓口でご相談く
ださい。

第 11 回独身男女交流イベント「ラブウェーブ」参加者募集
◎お問い合わせ先　役場企画課地域振興係㉗ 1111 内線 210

■開催日　12 月８日（土）～９日（日）
■定員　40 人（男女 20 人）ずつ
■応募締切日　11 月 15 日（木）
■参加資格　
　23 歳から 49 歳位までの独身男性・女性。結
婚歴は問いませんが、男性は本町在住の方に限り
ます。

11 月は不法投棄強化月間です
◎お問い合わせ先　県庁廃棄物・リサイクル対策課099-286-3810/ 熊毛支庁保健福祉環境部衛生・
　　　　　　　　　環境係㉒ 0032/ 役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

　毎年 11 月を「不法投棄強化月間」と定め、期
間中は防止パトロールや啓発などを強化していま
す。
　不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひ

とりが「不法投棄をしない。させない。見つけた
らすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のな
い住みよい地域をつくりましょう。
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スポーツ大会の結果　　生涯学習だより　

種子島こりーなシネマクラブ映画上映会
「はなちゃんのみそ汁」

■日時　11 月 25 日（日）

　　　　午後５時 30 分開場　午後６時上映開始

※鑑賞には、シネマクラブ会員証が必要です。

１回のみの会員会費　一般 1,000 円

　　　　　　　　　　高校生以下 700 円

　　　　　　　　　　（未就学児は無料）

詳しくは中種子町ホームページをご覧下さい。

http://town.nakatane.kagoshima.jp

第 44 回町民文化祭について
◎お問い合わせ先　種子島こりーな㉗ 3711

中種子町文化協会主催
■内容
◆舞台発表
　音楽、舞踊、邦楽、芸能　他
　ふるさとの風景画表彰式
　CG アートコンテスト表彰式
◆展示発表
　書道、美術、写真、短歌、すみ絵、華道、手芸、
　陶芸、植物、風景画、CG アート作品

■開催日時
◆舞台発表
　11 月３日（土）午前 10 時～午後８時 30 分
◆展示発表
　11 月２日（金）・４日（日）午前９時～午後５時
　11 月３日（土）午前９時～午後８時 30 分
■開催場所　種子島こりーな
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生涯学習だより　　くらしの情報　information

放送大学鹿児島学習センター開設 20 周年記念
公開講演会の開催
■日時　11 月 10 日（土）午後２時～午後５時
■場所　かごしま県民交流センター県民ホール
■定員　500 人
　　　　※入場料無料。どなたでも参加できます。
■講演　
演題１　「教育と通信制度」～高等教育におけ
る教養教育、職業教育の歴史とメディア～
講師　放送大学学長　來生　新　氏
演題２　「明治日本黎明と西郷隆盛」
講師　鹿児島県立図書館長　原口　泉　氏
◎お問い合わせ先
放送大学鹿児島学習センター
☎ 099-239-3811

放送大学入学生募集
　放送大学はテレビ・インターネットで授業
を行う通信制の大学です。働きながら大学を
卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な

目的で、幅広い世代の方が学んでいます。
　ただいま 2019 年４月入学生を募集してい
ます。詳しい資料を送付いたしますので、お
気軽にお問い合わせください。
■募集学生の種類
●教養学部
　科目履修生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　選科履修生（１年間在学し、希望する科目を履修）
　全科履修生（４年以上在学し、卒業を目指す）
●大学院
　修士科目生（６ヶ月在学し、希望する科目を履修）
　修士選科生（１年間在学し、希望する科目を履修）
■出願期間
平成 30 年 12 月１日～平成 31 年２月 28 日、
３月１日～３月 17 日

（インターネット出願も受け付けております。）
■資料請求（無料）・お問い合わせ先
〒 892-8790　放送大学鹿児島学習センター
☎ 099-239-3811　FAX099-239-3841
放送大学ホームページ　https://www.ouj.ac.jp

●ファーストラヴ
（著者：島本理生）
●下町ロケット３　ゴースト

（著者：池井戸潤）
● 100 歳。今日も楽しい

（著者：吉沢久子）
●みえるとかみえないとか

（著者：ヨシタケシンスケ）
●わけあって絶滅しました。

（著者：丸山貴史）
●おしりたんていあやうしたんていじ
むしょ

（著者：トロル）
　　　　　　　　　　　　　　　など

図書だより　
95 冊（一般書 44 冊、児童書 51 冊）の新刊が入りました !!

くらしの情報　information　
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　くらしの情報　information

11 月は『労働保険適用促進強化月間』です
○労災保険は、労働者の業務中または通勤時
の災害に対し、雇用保険は、労働者が失業し
た場合・激甚災害により一時的休業・離職を
余儀なくされた場合、育児休業や介護休業な
どにより賃金が低下した場合などに必要な給
付などを行います。また、事業所向けには各
種助成金の支給を行います。
○平成 29 年１月１日からは、65 歳以上の労
働者についても「高年齢被保険者」として雇
用保険の適用対象となっています。
○手続きは労働保険事務組合、または社会保
険労務士に委託することもできます。
○まだ加入手続きがお済みでない事業主の方
は、最寄りの労働基準監督署またはハローワー
クへご相談ください。
◎お問い合わせ先
ハローワーク熊毛☎㉒ 1318
鹿児島労働基準監督署☎ 099-214-9175

地域が育む「かごしま教育」県民週間での公
開授業などのご案内
　県立種子島中央高校では、授業の様子や本
校の教育活動への理解を深めていただくため、
公開授業などを行います。期間内はどなたで
も参加できます。
■日時
① 11 月１日（木）～７日（水）※土日除く
午前８時 50 分～午後４時 35 分（月・水）
午前８時 50 分～午後３時 35 分（火・木・金）
学校自由参観、書道・美術部作品展示
② 11 月５日（月）
午後１時 10 分～午後１時 25 分
吹奏楽部ミニコンサート（本校玄関前）
③ 11 月５日（月）
午後１時 45 分～午後２時 35 分
パソコン教室（ワード、エクセルなどの基本
的な操作。オリジナル年賀状の作成）
※定員 40 名。参加を希望される方は 10 月
29 日（月）までにお申し込みください。
■場所　県立種子島中央高校

■申込・問い合わせ先
県立種子島中央高校　教務主任　荻迫　幸輔
☎㉔ 2401　Fax ㉗ 1461

「なかよう公開授業と研修会」のご案内
　児童生徒の授業の様子や校内の施設設備の
公開および研修会を通して、本校の教育や特
別支援教育に対する理解を深めて頂く行事で
す。
　保育園（所）、幼稚園、小・中・高校の先生
方や関係機関の職員の方々、特別教育に関心
のある地域の方々など、どなたでも参加でき
ます。
■日時　11 月２日（金）
　　　　午前 10 時～午後４時 25 分
■主な内容
　午前 10 時～開会行事・本校の概要説明
　午前 10 時 30 分～公開授業
　午前 11 時 20 分～休憩・校内参観
　午後   １時 15 分～主題研究説明
　午後   ２時～公開授業研究会
　午後   ３時 15 分～講演会
■申込み・連絡先
鹿児島県立中種子養護学校
☎㉗ 2818　Fax ㉗ 1067

平成 31 年度の「裁判員候補者」または「検察
審査員候補者」に選ばれた皆さんへ
　それぞれの候補者は、選挙権を有する県民
の中からくじで選定されます（ただし、20 歳
未満を除く。）。選定された候補者の方へは、
11 月中旬ころに「裁判員候補者名簿への記載
のお知らせ」または「検察審査員候補者名簿
への記載のお知らせ」が届きます。
　国民が司法に参加する２つの制度です。ぜ
ひ、ご協力ください。
　なお、分からないことがありましたら、そ
れぞれのお問い合わせ先へお尋ねください。
◎お問い合わせ先
裁判員　鹿児島地方裁判所刑事部☎ 099-222-7157
検察審査員　鹿児島検察審査会事務局☎ 099-808-3719

くらしの情報　information　
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脂質異常症の食事療法　公立種子島病院医師　小嶋　秀治　公立種子島病院(㉖ 1230

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行

す
る
季
節
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
適
切
な
対
策

を
と
る
た
め
に
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
関
）
資
料
な

ど
の
確
か
な
情
報
源
を
も

と
に
、
今
回
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
症
状
と
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

①
主
な
症
状
は
、
急
な
発

熱
・
咳
・
頭
痛
・
だ
る
さ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
に
よ
り
生
じ
る
疾

患
で
す
。
感
染
し
た
人
の
く

し
ゃ
み
や
咳
を
介
し
て
感

染
し
、
症
状
が
出
る
ま
で
は

２
日
間
（
平
均
）
で
す
。
症

状
は
３
日
間
（
平
均
）
続
き
、

特
に
咳
は
１
週
間
以
上
の

こ
と
が
多
い
で
す
。

　

周
囲
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
て
い
て
、
こ
れ

ら
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
可
能
性
が

高
い
で
す
。
く
し
ゃ
み
や
咳

が
出
始
め
た
ら
、
周
囲
へ
感

染
し
に
く
く
す
る
た
め
に

マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま

し
ょ
う
（
特
に
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
集
団
）

　

生
後
６
カ
月
以
上
の
人

に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
勧
め

ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
小

学
生
ま
で
は
２
回
、
中
学
生

以
上
は
１
回
接
種
が
基
本

で
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か

か
っ
た
時
に
重
症
化
リ
ス

ク
が
高
い
集
団
を
あ
げ
ま

す
。
枠
内
に
入
る
方
は
、
是

非
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

●
６
カ
月
〜
６
歳
未
満
、
50

歳
以
上

●
慢
性
の
肺
（
気
管
支
喘
息

や
肺
気
腫
）・
心
臓
（
狭
心

症
）・
腎
臓
（
透
析
）・
肝
臓

（
肝
硬
変
）・
神
経
・
血
液
・

代
謝
性
疾
患
（
糖
尿
病
）

●
免
疫
不
全
状
態
（
免
疫
抑

制
薬
使
用
者
、
悪
性
腫
瘍
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
）

●
妊
婦
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

シ
ー
ズ
ン
の
妊
娠
予
定
者

●
18
歳
未
満
で
ア
ス
ピ
リ

ン
内
服
中

●
極
度
の
肥
満
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
40

以
上
）

●
施
設
入
所
者

●
そ
れ
ら
の
人
と
同
居
す

る
人
、
ケ
ア
を
す
る
人
（
医

療
従
事
者
・
施
設
職
員
）

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

と
、
２
～
４
週
間
で
抗
体

が
増
加
し
て
効
果
が
現
れ
、

６
〜
８
カ
月
以
上
持
続
し

ま
す
。
発
症
を
半
分
に
減
ら

し
、
特
に
流
行
の
ウ
イ
ル
ス

型
と
一
致
し
た
場
合
に
は

そ
れ
以
上
の
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
個
人
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
家
族
や
学
校
や

職
場
を
含
め
た
地
域
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
と
て
も
大
切
で

す
。

　

次
回
は
、
続
け
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
検
査
と
治
療

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
　　食生活改善推進員コーナー 　11月８日は「いい歯の日」

　

歯
科
保
健
活
動
に
お
け

る
食
育
の
推
進
と
し
て
、

８
０
２
０
運
動
推
進
員
は

乳
幼
児
健
診
や
料
理
教

室
な
ど
で
、
80
歳
に
な
っ

て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以

上
保
つ
た
め
の
「
８
０
２

０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
、
大

型
紙
芝
居
を
使
用
し
た
む

し
歯
予
防
の
話
や
口
腔
体

操
、
ジ
ュ
ー
ス
や
お
菓
子

に
含
ま
れ
る
砂
糖
の
量
ク

イ
ズ
な
ど
で
す
。

　

一
口
30
回
以
上
噛
む
こ

と
を
目
標
と
し
た
「
噛
ミ

ン
グ
３
０
（
カ
ミ
ン
グ
サ

ン
マ
ル
）」
を
目
指
し
て
、

小
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で

よ
く
噛
む
こ
と
を
意
識
し

て
普
段
か
ら
食
事
を
摂
り

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
乳
幼
児
健
診

で
配
布
し
て
い
る
カ
ミ
カ

ミ
お
や
つ
を
紹
介
し
ま

す
。

〈
作
り
方
〉

①
い
り
こ
は
皿
に
ほ
ぐ

し
、
ラ
ッ
プ
を
し
な
い
で

レ
ン
ジ
で
約
２
分
間
パ
ラ

パ
ラ
に
な
る
く
ら
い
か
け

る
。

②
Ａ
を
鍋
に
入
れ
、
よ
く

煮
立
っ
た
と
こ
ろ
に
い
り

こ
を
入
れ
、
よ
く
混
ぜ
合

わ
せ
、
火
を
止
め
て
か
ら

す
り
白
ご
ま
を
入
れ
て
よ

く
混
ぜ
合
わ
す
。

③
バ
ッ
ト
に
広
げ
て
冷
ま

す
。

※
だ
し
汁
に
使
っ
た
後
の

い
り
こ
（
ザ
コ
）
で
も
良

い
で
す
。

（
日
本
食
生
活
協
会　

参
考
）１人分（約 20g）（ｴﾈﾙｷﾞｰ 86kcal、カルシウム 264mg）

カリカリいりこ (10 名分）
いりこ（小） 100g
砂糖 大さじ３
濃い口しょうゆ 大さじ１
酒 小さじ１
みりん 大さじ１
水 大さじ１
白ごま 大さじ４

｛

Ａ
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地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
(㉗ 1223

認知症イベントを開催しました
　毎年９月 21 日は「世界アルツハイマーデー」
とされており、中種子町においても９月 20 日中
央公民館大ホールで、「認知症について知り、考
えよう　～認知症になっても安心して暮らし続け
る地域をめざして～」をテーマに認知症イベント
を開催し、49 人が参加しました。
　「治る可能性のある物忘れと認知症の予防」と
題して、せいざん病院非常勤医師の中村先生より、
４大認知症（アルツハイマー型認知症、脳血管性
認知症、レビー小体型認知症、前頭側頭葉型認知
症）の症状と経過、治療可能な物忘れをきたす疾
患について詳しくお話をしていただきました。継
続的な運動や生活習慣病の予防が認知症の予防に
つながるといわれているとのことで、参加者から
は「ウォーキングを実行したい」「継続的に運動
をやりたい」などの声も聞かれました。また、中
種子音頭に合わせたリズム体操やレクリエーショ
ンを行い、楽しく体を動かしました。
11 月 11 日は「介護の日」
　高齢化などにより介護が必要な方々が増加して
いる一方、介護にまつわる課題は多様化していま
す。こうした中、多くの方々に介護を身近なもの

として捉えていただくとともに、それぞれの立場
で介護を考え、関わっていただくことが必要とな
っています。
　そのため介護についての理解と認識を深め、介
護従事者、介護サービス利用者およびその家族な
どを支援するとともに、これらの人たちを取り巻
く地域社会における支え合いや交流を促進する観
点から、介護に関する啓発を重点的に実施する日
として、「11 月 11 日」を「介護の日」と定めて
います。
中種子町での取組～介護者のつどい～
　中種子町では在宅での介護者を対象に介護者の
つどいを開催しています。
　誰かに話しを聞いてもらったり、相談すること
も大切です。在宅で介護をしている方同士だから
分かり合える気持ちや情報交換など話せる場とし
て、「介護のことで相談したい」「ちょっと話を聞
いて欲しい」など、お気軽に参加ください。
■日時　毎月第２木曜日　午前 10 時～正午
■場所　中種子町中央公民館
＊日時や会場が変更になる場合があります。事前
に包括支援センターにご確認ください。

Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
7
号
機

　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
！

　

9
月
23
日(

日)

午
前
2
時
52

分
27
秒(

日
本
標
準
時)

Ｈ-

Ⅱ
Ｂ

ロ
ケ
ッ
ト
7
号
機(

Ｈ-

Ⅱ
Ｂ
・
Ｆ

７)

に
よ
り
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補

給
機
「
こ
う
の
と
り
」
7
号
機(

Ｈ

Ｔ
Ｖ
７)

を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。
ロ

ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り
に
飛
行
し
、

打
ち
上
げ
か
ら
約
14
分
59
秒
後
に

「
こ
う
の
と
り
」
7
号
機
を
正
常
に

分
離
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
こ
う
の
と
り
」
7
号

機
は
、
9
月
27
日(

木)

午
後
8

時
36
分
（
日
本
時
間
）
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ

ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
に
よ
っ
て
把
持

さ
れ
ま
し
た
。
28
日
に
は
、
Ｉ
Ｓ

Ｓ
と
の
結
合
を
完
了
。
Ｉ
Ｓ
Ｓ
運

用
に
欠
か
せ
な
い
物
資
や
超
小
型

衛
星
な
ど
船
外
・
船
内
物
資
が
Ｉ

Ｓ
Ｓ
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

　

特
別
公
開
２
０
１
８
開
催
！　

　

11
月
25
日
（
日
）
種
子
島
宇
宙

セ
ン
タ
ー
特
別
公
開
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
今
年
は
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
の
最
初
の
打
上
げ
か
ら
50

周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
普
段
は
公
開
し
て
い
な
い

宇
宙
開
発
の
現
場
が
見
学
で
き
る

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
皆
様
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
記
念
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
実
施
予
定
で
す
の
で

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
本

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

フ
ァ
ン
！
フ
ァ
ン
！
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
！

種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
随
時
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

ミ
ネ
ル
バ
Ⅱ
１
、
写
真
撮
影
・

　

リ
ュ
ウ
グ
ウ
着
地
・
ホ
ッ
プ

　
　
　
　

に
よ
る
移
動
成
功
！

　

９
月
21
日
に
、「
は
や
ぶ
さ
２
」

探
査
機
か
ら
小
型
ロ
ー
バ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ-

Ⅱ
１
（
ミ
ネ
ル
バ
・

ツ
ー
・
ワ
ン
）
を
分
離
し
ま
し
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ-

Ⅱ
１
は
Ｒ
ｏ

ｖ
ｅ
ｒ-

１
Ａ
と
Ｒ
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ-

１
Ｂ
の
２
機
か
ら
な
っ
て
お
り
、

２
機
と
も
小
惑
星
リ
ュ
ウ
グ
ウ
表

面
に
到
着
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ-

Ⅱ
１
は
、

小
惑
星
表
面
に
降
り
た
世
界
初
の

ロ
ー
バ
ー
（
移
動
探
査
ロ
ボ
ッ
ト
）

で
す
。
ま
た
小
惑
星
表
面
で
自
立

的
に
移
動
し
た
こ
と
、
写
真
撮
影

を
し
た
こ
と
も
世
界
初
で
す
。
Ｍ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ａ-

Ⅱ
１
は
、「
小
惑

星
表
面
で
移
動
探
査
を
し
た
世
界

初
の
人
工
物
」
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
、
２
機
同
時
に
動
作
さ
せ

る
と
い
う
快
挙
と
も
な
り
ま
し

た
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）
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戸 籍 の 窓
平成 30 年９月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

9/13
德　豊和 屋久津

磯俣　まち子 宝　来

9/27
林　孝司郎 栄　町

恒吉　初美 曽於市

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

8/28 美原　守
まもる

誠・里華 美　座

9/20 鎌田　健
けん

永
と

大悟・いずみ 竹屋野

女の子 名前 両親 集落

9/9 鎌田　結
い

糸
と

貴大・優 畠　田

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

9/2 宇都　真知子 伏之前 63 歳

9/3 古市　斉 本　村 62 歳

9/6 井元　森藏 栄　町 89 歳

9/17 折戸　幸 熊　野 89 歳

9/17 奥田　直治 上　方 89 歳

9/24 昇　富士夫 伏之前 84 歳

9/25 出村　博 畠　田 84 歳

婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
折戸　学　  （熊　野）　昇　　勝美（伏之前）
奥田　和子（上　方）　日髙　月男（坂　元）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,047 人 (       9) 出生 4 人

男　性 3,821 人 (       6) 死亡 8 人

女　性 4,226 人 (       3) 転入 20 人

世帯数 4,293 戸 (       7) 転出 7 人

※（　）は前月との比較（９月末現在）

火事・救急

火事・救急 ( 町内）　9 月中

火　事 0 件 うち建物 0 件

救　急 35 件 うち急病 22 件

交通事故

交 通 事 故 町内 島内

発生件数 7 件 ( 1) 26 件 ( -8)

死 者 数 0 件 ( 0) 1 件  ( 1)

負傷者数 8 件 ( 1) 28 件 ( -11)

※平成 30 年９月、(　) は前年同時期比較

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
な
か
た
ね
10
月
号
掲

載
の
『
90
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
（
３
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「なかたねお知らせ版」　11月 1日～ 30日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

1（木）ぽかぽか教室 13:00~

9（金）母子手帳交付 13:00~

15（木）乳幼児健診

17（土）おやこ食育教室 9:00~
対象：南界小学校

22（木）母子手帳交付 13:00~

27（火）マタニティー教室（沐浴）
保健センター 18:00~

28（水）マタニティー教室（お産・母乳）
種子島産婦人科医院 13:00 ～

乳幼児健診
保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

6 ～ 8 か 月 児 09:00~09:15 H30. 3.20　～　H30. 5.14

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H29.11.16　～　H29.12.20

2 歳 児 健 診 12:45~13:00 H28. 9.20　～　H28.11.14

5 歳 児 健 診 12:45~13:00 H25. 8.16　～　H25.11.14

予防接種
接種場所は各医療機関となります。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

水 痘
10 月 29 日～ 11 月 3 日
11 月 26 日～ 12 月 1 日

生後 12 ヶ月～ 36 ヶ月

MR 混 合
１ 期

11 月 5 日～ 11 月 10 日

生後 12 ヶ月～ 24 ヶ月

MR 混 合
２ 　 期 H24.4.2 ～ H25.4.1

四種混合 11 月 12 日～ 11 月 17 日 生後３ヶ月～ 90 ヶ月

B C G 11 月 19 日～ 11 月 24 日 生後３ヵ月～ 12 ヵ月

成人用肺
炎 球 菌 4 月   1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

※今回ご案内していない接種可能対象者で、接種を希
望される方は、保健センターへお問い合わせください。

行事・イベントなど
日 行　事
2（金）

～ 4（日）
第 44 回町民文化祭【種子島こりーな】
展示：～４日　舞台：３日

10（土）
第 39 回農林漁業祭

【中央体育館】9:30~

18（日）
・第 43 回町内駅伝競走大会 8:30~
・壮年バレーボール大会

【種子島中央体育館】12:00~

24（土）中央公民館図書室おはなし会 10:30~

25（日）

・種子島こりーなシネマクラブ上映会
『はなちゃんのみそ汁』18:00~
・第 52 回種子島相撲大会

【太陽の里相撲場】

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院（㉖ 1230）
各科 診察日

眼 科 ５（月）、６（火）、19（月）、20（火）

耳鼻咽
喉 科 １（木）、15（木）、29（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

消化器
外 科 ９（金）、22（木）

小 児
外 来

毎週火曜日（午後）、木曜日（午後）
※ 22（木）は医師が不在のため休診

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

3（土） 百合砂診療所 ㉘ 3901

4（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

11（日） 公立種子島病院 ㉖ 1230

18（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

23（金） 種子島医療センター ㉒ 0960

25（日） 種子島医療センター ㉒ 0960

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場　所

９（金） 幼児学級合同（１～４歳児）
芋掘り 中央保育所

13（火） 赤ちゃん教室（１歳未満）
バルーンあそび 保健センター

16（金） 幼児学級（１～２歳児）
小麦粉粘土 伏之前団地集会所

20（火） 赤ちゃん教室（１歳未満）
風船あそび 保健センター

30（金） 幼児学級（３～４歳児）
小麦粉粘土 伏之前団地集会所

中央保育所園庭開放日　
第２・第４月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。



種子島→屋久島
9:40 10:30

12:10 13:05
16:40 17:30

屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
15:40 16:30
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■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成 30 年９月 18 日～平成 30 年 11 月 30 日

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※

※ ※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

島の四季彩
ネピアグラス（イネ科）

【島名】ネピア
【原産地】熱帯アフリカ ( 東南アジア、

オーストラリア、アメリカ大陸の熱帯
　　　　　　　　　　　～暖温帯に広 く帰化 )

【生育地】やや保湿性のある路傍や畦 など
　高さ数ｍになる常緑の多年草で、夏か
ら秋にかけて、茎頂にエノコログサ ( 俗称 ネコジャラシ )
の穂のような長さ 10 ～ 30cm の円柱形の花序を着けます。
地際からよく分岐し、群落を形成している状況がよく見ら

れます。生命力が旺盛で、節から容易に発根・出芽し新し
い個体となります。
　国内でも、種子島以南の地域で野生化し、ところによっ
ては駆除に困惑しています。もともとは、暖地型の飼料作
物として導入されたものです。
　このような例で、イネ科植物としては、セイバンモロコシ、
ネズミムギ ( イタリアンライグラス )、カモガヤ ( オーチャー
ドグラス )、アフリカヒゲシバ ( ローズグラス ) などけっこ
う多くあります。導入時によく検討し、その後の管理を十
分にすることが重要ではないでしょうか。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

種子島→鹿児島
7:00 8:35
8:00 9:35

9:40 宮之浦 12:35
11:05 12:45

15:00 指宿 16:55
16:45 18:20

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:20 11:55
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35

種子島→指宿
15:00 16:05

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

※安房発着


